
Ⅰ
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
に
設
立
さ
れ
た
大
河
津
建

設
株
式
会
社
。「
日
々
た
ゆ
ま
ず
努
力
を
重
ね
、
社
会

的
に
通
用
す
る
技
術
を
造
り
、
さ
ら
に
顧
客
に
愛
さ
れ

る
会
社
を
目
指
す
」
こ
と
を
経
営
方
針
に
掲
げ
、
地
域

の
安
心
・
安
全
を
に
な
っ
て
い
る
。

お
も
な
事
業
内
容
は
河
川
の
維
持
管
理
工
事
の
請
負

だ
が
、
公
共
工
事
の
現
場
に
は
一
定
の
有
資
格
者
を
配

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
材
確
保
が
む
ず
か
し
い
な

か
、
経
験
豊
富
な
高
齢
社
員
の
活
躍
で
活
路
を
開
い
て

き
た
。
定
年
を
70
歳
、
継
続
雇
用
年
齢
を
希
望
者
全
員

75
歳
ま
で
、
一
定
条
件
の
も
と
75
歳
以
降
も
年
齢
上
限

な
く
継
続
雇
用
す
る
制
度
に
あ
ら
た
め
、
60
歳
を
超
え

て
も
給
与
・
昇
給
・
賞
与
等
の
処
遇
を
変
え
な
い
賃
金

制
度
を
導
入
す
る
な
ど
、シ
ニ
ア
層
の
登
用
、モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

1�

２
０
１
８（
平
成
30
）年
に
70
歳
定
年
制
、
希
望
者
全

員
75
歳
・
基
準
該
当
者
を
年
齢
上
限
な
く
雇
用
す
る

継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
た
。

2�

就
業
し
て
い
る
か
ぎ
り
は「
給
与
を
下
げ
な
い
」賃
金

体
系
と
し
た
。
定
年
時
ま
で
は
役
職
も
継
続
。
70
歳

定
年
後
も
給
与
・
賞
与
は
従
来
の
水
準
の
ま
ま
、
年

１
回
の
昇
給
も
継
続
し
て
い
る
。

3�

事
務
的
な
書
類
作
成
や
業
務
で
、
現
場
の
技
術
者
ら

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る「
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
制
度
」

を
導
入
。
負
担
軽
減
に
よ
り
、
経
験
豊
富
な
シ
ニ
ア

社
員
が
、
専
門
的
な
仕
事
に
集
中
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

4�

年
齢
を
問
わ
ず
、
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
取
組
み

を
支
援
。
１
級
土
木
施
工
管
理
士
を
は
じ
め
と
す
る

業
務
に
必
要
な
資
格
取
得
に
関
し
て
は
、
費
用
を
全

額
会
社
で
負
担
し
て
い
る
。

大お

お

河こ

う

津づ

建け

ん

設せ

つ 

株
式
会
社
（
新
潟
県
燕つ

ば
め

市
）

「
就
業
し
て
い
る
か
ぎ
り
」は
賃
金
維
持
、
昇
給
継
続

シ
ニ
ア
層
の
登
用
、
新
規
採
用
も
積
極
推
進

大河津建設 株式会社
（新潟県燕市）

 設立　1975（昭和50）年
 業種　総合建設・土木建築工事の施工・管理・請負等
 社員数　	 30人（2025〈令和７〉年9月1日現在）
  60歳以上　	 6人
  （ 内　 訳 ）	 60～64歳	 2人	 （6.7％）

	 65～69歳	 3人	（10.0％）
	 70歳以上	 1人	 （3.3％）

 定年・継続雇用制度
定年70歳。希望者全員を75歳まで継続雇用。75歳以降は
一定条件のもと年齢上限なく継続雇用。最高年齢者は76歳

高年齢者活躍企業コンテスト
令和7年度

独立行政法人高齢・障害・
求職者雇用支援機構理事長表彰

優秀賞
企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

2025.11 16



特集

Ⅱ
企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

大
河
津
建
設
株
式
会
社
は
１
９
７
５
年
、
新
潟
県
長

岡
市
に
設
立
さ
れ
た
。
設
立
当
時
は
土
木
工
事
の
下
請

け
工
事
が
多
か
っ
た
が
、
事
業
を
徐
々
に
拡
大
。
現
在

は
燕
市
に
本
社
を
置
き
、
元
請
会
社
と
し
て
、
信
濃
川

の
水
害
を
防
ぎ
、
越
後
平
野
を
水
害
か
ら
守
る
た
め
に

建
設
さ
れ
た
大
河
津
分
水
路
の
維
持
管
理
工
事
の
ほ

か
、
道
路
、
農
業
施
設
と
い
っ
た
各
種
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
同
じ
地
域
で

創
業
１
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
建
設
会
社
・
株
式
会
社

氏
田
組
を
傘
下
に
収
め
る
ま
で
と
な
っ
た
。
事
業
の
９

割
以
上
を
国
土
交
通
省
・
新
潟
県
・
燕
市
な
ど
か
ら
の

公
共
工
事
が
占
め
て
い
る
。

Ⅲ
高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

社
員
数
は
、
土
木
技
術
者
、
土
木
作
業
員
、
本
社
の

事
務
を
合
わ
せ
て
30
人
。
う
ち
60
～
64
歳
は
2
人
で
い

ず
れ
も
現
場
作
業
員
、
65
～
69
歳
は
3
人
で
１
人
が
現

場
作
業
員
、
２
人
が
現
場
監
督
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
て
い

る
。
70
歳
以
上
は
１
人
、
76
歳
の
最
高
年
齢
者
で
工
事

の
管
理
業
務
な
ど
を
に
な
っ
て
い
る
。

建
設
業
は
も
と
も
と
人
手
不
足
な
う
え
、
公
共
工
事

の
受
注
と
な
る
と
１
級
土
木
施
工
管
理
士
な
ど
の
有
資

格
者
の
確
保
が
必
須
で
、
人
材
確
保
は
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
ベ
テ
ラ
ン
で
実
績
の
あ
る
高
齢
社
員
に

は
、
で
き
る
だ
け
長
く
勤
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
処
遇

改
善
を
含
め
た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

現
在
働
い
て
い
る
高
齢
社
員
の
活
躍
推
進
に
加
え
、

シ
ニ
ア
層
の
転
職
者
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
は
9
月
時
点
で
、
す
で
に

65
歳
以
上
の
人
材
１
人
を
採
用
。
さ
ら
に
、
71
歳
の

土
木
施
工
管
理
の
人
材
を
採
用
予
定
で
、
本
人
が
直

接
来
社
し
、「
働
き
た
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
と
い
う
。
資
格
、
経
験
を
有
し
、
意
欲

の
あ
る
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず

門
戸
を
開
い
て
い
る
。

Ⅳ
改
善
の
内
容

（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

①
70
歳
へ
定
年
年
齢
の
引
上
げ

２
０
１
８
年
、
定
年
を
60
歳
か
ら
70
歳
に
引
き
上
げ

た
。
当
時
は
、
豊
富
な
経
験
と
知
識
が
あ
る
ベ
テ
ラ
ン

社
員
の
多
く
が
定
年
の
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、
こ
の

ま
ま
60
歳
定
年
で
退
職
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
人
手
不
足

の
た
め
受
注
が
む
ず
か
し
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

状
況
だ
っ
た
。
人
材
確
保
と
、
長
年
会
社
を
支
え
て
き

た
高
齢
社
員
の
経
験
や
知
識
を
会
社
の
今
後
の
継
続
的

な
発
展
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
、
70
歳
へ
の
定
年
引

上
げ
に
踏
み
切
っ
た
。

②
希
望
者
全
員
75
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度

定
年
後
の
継
続
雇
用
に
つ
い
て
は
、
70
歳
以
上
で
本

人
が
希
望
す
れ
ば
、
75
歳
ま
で
１
年
更
新
で
再
雇
用
契

約
が
可
能
に
な
る
よ
う
就
業
規
則
に
定
め
て
い
る
。
さ

ら
に
75
歳
以
降
も
年
齢
上
限
な
く
、
会
社
が
必
要
と
認

め
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば
、
１
年
更
新
で
雇
用
を
延
長

で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

③
給
与
・
昇
給
・
賞
与
な
ど
の
処
遇
を
維
持

定
年
や
再
雇
用
制
度
の
変
更
に
あ
わ
せ
て
、
処
遇
の

改
善
も
行
っ
た
。
賃
金
は
職
務
や
役
職
に
応
じ
て
決
定

し
、
諸
手
当
に
は
工
事
現
場
に
出
た
場
合
の
「
現
場
管

エルダー17
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理
手
当
」
な
ど
が
あ
る
が
、
70
歳
の
定
年
以
降
も
職
務

や
役
職
、
勤
務
の
内
容
に
応
じ
て
、
従
来
通
り
の
基
本

給
、
手
当
を
支
給
し
続
け
る
こ
と
と
し
た
。

昇
給
は
年
に
１
回
、
６
月
に
行
っ
て
い
る
が
、
就
業

を
継
続
し
て
い
る
か
ぎ
り
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
昇
給
を

実
施
。
処
遇
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
シ
ニ
ア
層
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
も
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

①
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
制
度
導
入
に
よ
る
負
担
軽
減

「
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」と
は
、
工
事
施
工
に
関
す

る
デ
ー
タ
の
整
理・処
理
、
施
工
関
連
の
書
類
の
作
成
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
業
務
を
主
と
し
て
行
う
新
た
な
職
域
。
バ
ッ
ク

オ
フ
ィ
ス
か
ら
建
設
の
現
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
、
現
場
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
、
建
設
業

界
で
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
民
間
資
格
も
設
け
ら
れ
て

い
る
。

数
年
前
か
ら
、
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
制
度
を
導
入
す

る
た
め
の
取
組
み
を
始
め
、
20
～
40
代
の
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル

の
あ
る
女
性
を
３
人
採
用
。
現
在
は
、
お
も
に
施
工
関

連
の
書
類
作
成
で
、現
場
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、

「
負
担
が
減
る
」
と
、
特
に
シ
ニ
ア
層
の
社
員
か
ら
好

評
だ
。

建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
制
度
に
よ
る
採
用
を
増
や
す
こ

と
で
、
人
件
費
は
増
加
す
る
が
、
負
担
軽
減
に
よ
り
、

ベ
テ
ラ
ン
社
員
が
専
門
性
の
高
い
仕
事
に
集
中
す
る
こ

と
が
で
き
る
効
果
は
大
き
い
。

②
資
格
取
得
の
支
援

社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
的

と
し
て
、「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
制
度
」
を
設
け
て

い
る
。
こ
の
制
度
で
は
、
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
資
格

取
得
に
向
け
た
指
導
・
育
成
も
実
施
。
高
齢
社
員
を
含

む
現
場
作
業
者
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
人
材
の
育
成
を

目
ざ
し
て
い
る
。

ま
た
、土
木
施
工
管
理
士
、建
築
施
工
管
理
士
な
ど
、

会
社
業
務
に
必
要
な
資
格
取
得
支
援
も
積
極
的
に
展

開
。
年
齢
を
問
わ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
社
員
に
は
、

必
要
な
費
用
を
全
額
負
担
し
て
い
る
。

「
会
社
に
有
益
な
資
格
は
ど
ん
ど
ん
取
っ
て
ほ
し
い
」

と
熊く

ま

谷が
い

祐ゆ
う

治じ

社
長
。
熊
谷
社
長
に
よ
れ
ば
、
72
歳
の
取

締
役
会
長
も
自
ら
率
先
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
お

り
、
最
近
で
は
「
高
所
作
業
車
」
の
資
格
を
取
得
す
る

な
ど
多
く
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
そ
う
だ
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
や
作
業
の
改
善
、

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
最
新
機
器
の
活
用

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
最
新
機
器
の
導
入
に
よ
り
、
工
事
現
場
で

の
安
全
確
保
、
省
力
化
で
、
高
齢
社
員
が
働
き
や
す
い

環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

・
測
量

専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
３
D
ス
キ
ャ
ナ
ー
を

導
入
。
構
造
物
を
つ
く
る
位
置
を
特
定
す
る
た
め
の
測

量
は
、
従
来
２
人
１
組
の
ペ
ア
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
が
、
３
Ｄ
測
量
に
よ
り
１
人
で
行
え
る
よ
う

に
な
り
、
省
力
化
に
つ
な
が
っ
た
。
立
ち
入
り
が
困
難

な
地
域
や
危
険
箇
所
で
の
デ
ー
タ
取
得
も
可
能
に
な
っ

た
。

・
草
刈
り

河
川
の
維
持
管
理
の
作
業
の
一
つ
に
、
堤
防
の
草
刈

り
が
あ
る
。
従
来
は
勾
配
が
き
つ
か
っ
た
り
、
複
雑
な

場
所
は
人
力
で
行
っ
て
き
た
が
、
２
０
２
４
年
度
に
小

型
の
機
械
を
導
入
。
傾
斜
角
度
が
40
度
程
度
ま
で
の
と

こ
ろ
は
機
械
で
除
草
が
可
能
に
な
り
、
危
険
や
負
担
の

軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

②
健
康
診
断
な
ど
の
充
実

法
定
の
一
般
健
康
診
断
は
、
健
診
機
関
に
本
社
社
屋

に
来
て
も
ら
い
、
社
員
が
受
診
し
や
す
い
よ
う
に
し
て

い
る
。
さ
ら
に
希
望
者
に
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

健
康
維
持
へ
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
社
員
向
け
の

講
座
な
ど
も
実
施
。
昨
年
度
は
、
保
険
会
社
か
ら
提
案

を
受
け
、「
血
管
年
齢
測
定
会
」
を
行
っ
て
い
る
。

③
安
全
衛
生
大
会
の
開
催

年
に
１
回
、
関
連
会
社
の
株
式
会
社
氏
田
組
と
合
同

で
、
安
全
衛
生
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。
作
業
の
安
全

や
労
働
災
害
の
防
止
の
取
組
み
と
と
も
に
、
衛
生
に
関

す
る
講
座
を
実
施
す
る
内
容
だ
。
昨
年
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
を
運
営
す
る
会
社
か
ら
講
師
に
来
て
も
ら
い
、
体

力
維
持
の
た
め
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
っ
た
。

④
熱
中
症
対
策

近
年
の
夏
の
酷
暑
に
対
応
し
、
熱
中
症
対
策
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。

・
軽
量
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
導
入

河
川
維
持
管
理
工
事
な
ど
で
の
河
川
近
傍
作
業
で

は
、
落
水
の
危
険
か
ら
身
を
守
る
た
め
ラ
イ
フ
ジ
ャ

大河津建設 株式会社
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ケ
ッ
ト
の
着
用
が
必
要
と
な
る
。
暑
さ
対
策
と
し
て
、

従
来
の
も
の
よ
り
涼
し
く
軽
量
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
導
入
し
た
。

⑤
「
週
休
２
日
」
の
確
保

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
国
、
県
、
代
表
市
町
村
、
特
殊
法

人
等
で
構
成
さ
れ
る「
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
発
注
者
協
議
会
」

で
は
２
０
２
４
年
６
月
か
ら
、
建
設
業
の
働
き
方
改
革

を
進
め
る
た
め
、発
注
者
と
受
注
者
の
双
方
が
宣
言
し
、

週
休
２
日
の
確
保
を
目
ざ
す
取
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
こ
う
し
た
状
況
も
ふ
ま
え
、
作
業
現
場
で
は
完
全

週
休
２
日
制
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
の
導
入
に
よ
り
効

率
化
を
図
る
な
ど
で
、
残
業
時
間
の
削
減
、
有
給
休
暇

の
取
得
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
前
期
で
は
「
月
平
均

残
業
時
間
4
・
７
時
間
」、「
年
間
有
給
休
暇
取
得
日
数

16
・
５
日
」
を
達
成
し
た
。

（
４
）
高
齢
社
員
の
声

土
木
統
括
部
長
と
し
て
現
場
ト
ッ
プ
の
役
割
を
に
な

う
畔あ

ぜ

上が
み

徹と
お
る

さ
ん
（
68
歳
）。
公
共
工
事
な
ど
の
減
少
で
、

勤
め
て
い
た
建
設
会
社
が
自
主
廃
業
し
た
こ
と
を
受

け
、
50
歳
の
と
き
に
入
社
し
た
。
土
木
工
事
に
長
年
た

ず
さ
わ
り
、
豊
富
な
経
験
を
持
ち
、
１
級
土
木
施
工
管

理
士
の
資
格
を
有
す
る
ベ
テ
ラ
ン
と
し
て
、
公
共
工
事

の
受
注
に
も
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。

畔
上
さ
ん
が
現
在
担
当
し
て
い
る
の
は
、
土
木
工

事
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
工
期
の
管
理
や
職
人
の

管
理
で
、
現
場
監
督
の
役
割
を
に
な
っ
て
い
る
。「
デ

ス
ク
に
座
っ
て
で
き
る
仕
事
と
現
場
と
半
分
ぐ
ら
い

で
す
」
と
い
い
、
現
場
で
の
作
業
も
少
な
く
な
い
そ
う

だ
。一

方
で
畔
上
さ
ん
は
、
そ
う
い
っ
た
「
体
を
動
か
す

仕
事
」
が
元
気
の
源
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
、「
現
場

を
歩
く
の
が
運
動
の
一
つ
。
朝
７
時
に
家
を
出
て
、
帰

宅
は
17
～
18
時
ご
ろ
で
す
。
機
械
と
同
じ
で
、
仕
事
に

行
っ
て
規
則
正
し
く
体
を
動
か
し
、
家
に
帰
っ
て
食
事

を
し
た
り
お
酒
を
飲
ん
だ
り
し
て
心
と
体
の
栄
養
を
補

給
す
る
。
そ
の
く
り
返
し
が
健
康
維
持
に
つ
な
が
り
ま

す
」
と
話
す
。

当
面
の
目
標
は
「
70
歳
ま
で
働
く
こ
と
」。
一
方
で
、

「
動
け
る
う
ち
は
、
仕
事
に
就
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

の
が
一
番
で
す
」
と
も
い
い
、
働
き
続
け
る
こ
と
へ
の

意
欲
も
滲に

じ

ま
せ
て
い
た
。

（
５
）
今
後
の
課
題　

公
共
工
事
を
受
注
し
、作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
間
は
、

工
事
管
理
業
務
を
行
う
現
場
監
督
も
現
場
作
業
員
も
、

基
本
的
に
工
事
現
場
に
常
駐
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
、現
場
作
業
に
た
ず
さ
わ
る
社
員
の
場
合
は
、

短
日
・
短
時
間
勤
務
な
ど
柔
軟
な
働
き
方
を
導
入
す
る

の
は
む
ず
か
し
い
の
が
実
情
で
、
制
約
が
あ
る
な
か
、

高
齢
社
員
で
も
働
き
や
す
い
環
境
を
い
か
に
し
て
整
え

て
い
く
の
か
が
課
題
に
な
る
。
熊
谷
社
長
は
、「
建
設

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
取
組
み
な
ど
を
拡
大
し
、
有
形
無
形

の
負
担
軽
減
を
進
め
た
い
」
と
の
考
え
で
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
く
方
向
だ
。

人
手
不
足
の
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
さ
ら
な

る
高
齢
者
の
新
規
採
用
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
熊
谷
社
長
に
よ
る
と
、
高
齢
者
の
新
規
採
用
に
関

し
て
は
採
用
し
て
も
す
ぐ
に
現
場
監
督
と
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、「
少
し
動
き
づ
ら
い
」
面
が
あ

る
と
の
こ
と
。
こ
う
し
た
制
約
の
も
と
、
高
齢
者
の
な

か
か
ら
、
い
か
に
し
て
人
材
を
発
掘
す
る
か
も
課
題
だ

と
い
う
。

高
齢
社
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
な
が
ら
、
そ

の
知
識
や
技
術
、
経
験
を
活
か
し
戦
力
と
し
て
活
用
す

る
同
社
の
活
躍
に
、
今
後
も
期
待
が
集
ま
る
。
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令和 7 年度  高年齢者活躍企業コンテスト

熊谷祐治社長（左）と畔上徹さん（68歳・右）


